
 

さ�ぬちゃん：ヒューマリンⓇ（速効型インスリン）やヘパリン、
プロタミンなどは○○単位っていう単位で扱われています。
mgとかmLとか言ったほうがピンとくるのになぜか単位です
よね。
桐�山：ヒューマリンⓇなんかは、よく単位とmLを間違えて投与
するケースがありますね。1mL＝ 1単位と思い込みやすい。
そこで、ヒューマリンⓇには専用シリンジがあって、1mLが
100 単位だということがわかるようになっている（図 1）。このシ
リンジを使えば、単位を間違えにくい。

す�みれ：かすみちゃんは、通常の1mLシリンジを使ったんですね。そし

て、1mLが 10単位だと思い込んだのか、計算間違いをした。

あ�おい：通常、患者さんが自己注射するインスリンはプレフィルドシ
リンジ（図 2）になっていますね。あれは、製剤を間違わないよう
にすることと、単位数を間違わない
ようにするという 2点がクリアさ
れます。しかし、患者さんが何単位
使用するかを間違うとダメですね。
2回打ってみたりとかは、いくらダ
イアルを合わせてもダメですけど
ね。
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図 1　インスリン専用のシリンジ



 

はづき：ICUでは、ヒューマリンⓇを使う

時には必ず、専用シリンジを使って取り

分けます。

桐山：これも、きちんとした決まりがある
ところは、迷わずそうするのだろうね。
手術室には、ヒューマリンⓇは専用シリ
ンジを使うという決まりはないのか？
さくら：ありますよ。当院はどの部署でも

同じ決まりになっています。手術室であっても例外ではないですよ。た

ぶん、かすみちゃんはその決まりを知らなかったのか、忘れていたんで

しょうね。

桐山：ところで、その専用注射器は手術室のどこにある？
すみれ：麻酔カートの注射器のところに置いていますよ。

桐山：ほんとだ。でも、1mL注射器の隣に置いてある。これは、どうして？
す�みれ：慌てている時に、別々の場所に置いてあって、「ない」と思って1mL注

射器を使ってしまうのを防止することができるかと思います。サイズが似てい

るので、この注射器が1mLの隣にあれば、インスリンは1mL注射器ではなく、

「インスリン専用注射器で！」と気づくことができます。その約束を知っていれ

ば、ですが。

は�づき：ICUも 1mL注射器の隣に置いていますよ。1mLあたりの単位数

なんですが、昔から1mLが 100単位なんですか？

あ�おい：市販インスリン製剤のインスリン濃度は、1922 年に 10 単
位 /mL、1923 年 に 20 単 位 /mL、1924 年 に 40 単 位 /mL、
1925 年に 80 単位 /mLの製剤が各国で作られ、その後 40単位 /
mLと 80 単位 /mLの 2種類の製剤が併存していました。日本で
は 2004 年 4 月に、100 単位 /mL 製剤のみに統一されました 1）。
ですから、今はすべて 100単位 /mL製剤なんです。

さぬちゃん：あおいさん、インスリンの歴史に詳しいですね。
あ�おい：インスリンの歴史は、糖尿病内科の病棟担当だった頃に、調べたことが
あります。
桐山：昔は 40単位 /mLだったね。
さくら：え。2004年は、私、まだ中学生でした。

すみれ：私も看護師になった時は100単位 /mLでした。

はづき：私も知りませんでした。

あ�おい：ですから、今のインスリンはすべて、1単位=0.01mL、10 単位
=0.1mL、100 単位=1mLです。
さ�ぬちゃん：しかし、1単位=0.01mLは、静注や分注する時には扱いにくい
ので、バイアルから取る時には、注射器の目盛りが単位表示になっている専
用シリンジを使うわけですね。

図 2　プレフィルドシリンジ

注射針

針ケース 針キャップ

キャップ

インスリンカートリッジ

注入ボタンダイアル表示



あ�おい：はい。全国で単位間違いによる投与ミス
が起きているので、PMDAでも 2011 年に「イ
ンスリン注射器の取扱い時の注意について」2）

という注意喚起を出しています（図 3）。
さぬちゃん：インスリンを使う時には、単位が目
盛りについているのを使えますが、血液凝固を
抑制するヘパリンの場合にはどうしますか？ ヘ
パリンは、1,000 単位 /mL なので、インスリ
ンと同じ 100 単位 /mLと間違えられているよ
うですが（図 4）。
は�づき：血栓予防などには10,000単位 /日で使

用するので、10mL 位使うのが通常ですが、

1mLしか入っていないことがあるということ

ですね。

さくら：これだと効果がないということですね。

桐�山：術中には単位で言わないで、「ヘパリン●● cc」って
指示をしている。
す�みれ：ヘパリンの場合、間違いを起こさないように先生が

単位で指示を出さずに ccで出していますね。

あおい：どうしてmLと言わずに ccと呼んでいるのですか？
桐�山：mLはmgと聞き間違いやすいので、mLと同じ意味
である ccをわざと使っているんだよ。

さ�くら：間違いを起こさないようにするための智慧だったんですね。

さぬちゃん：病院内で容量mLの指示を出す時には、伝達時の間違いを起
こさないために ccを慣用的に使っているんだね。これを、書籍に書こう
とすると出版社側はmLに修正してしまうんだ。ヘパリン 1,000 単位 /
cc と書いておけば、自然にそのように呼ぶようになるが、製剤の表記通
りにすると 1,000 単位 /mLとなっているからね。
あおい：インスリンと違ってヘパリンは 1cc あたりの単位数が多いので、
多すぎるように間違える傾向はないのですね。
さ�ぬちゃん：そうですね。ヘパリンは、5,000 単位と言って 0.5cc や
50cc、あるいは 500cc を手渡されたことはありません。もっとも、看
護師さんに指示を出す時には、多くの先生が●● ccと言っているので単
位で呼ぶことはないですね。
すみれ：そのほかに単位で呼ぶ薬剤はありますか？

桐山：輸血製剤、血液製剤なども単位で呼ぶよ。
さぬちゃん：アンチトロンビンⅢ、フラグミン、クレキサン、オルガラン、ウロ
ナーゼなどの凝固阻止薬、ハプトグロビン、グロブリン、ヘプスブリン、テタ
ノブリンなどの血液製剤、輸血のPC（濃厚血小板）なども単位ですね。

図 3　�インスリン注射器の取
扱い時の注意について

図 4　�ヘパリンの
バイアル



は�づき：あれ？ RBC（濃厚赤血球）、FFP（新鮮凍結血漿）は単位ではない

のですか？

あ�おい：そうなんですよ。最近は、RBCや FFPは単位では呼ばなくなって
います。400mL由来のRBC、FFPという言い方をします。これは、日本
赤十字社の血液センターの方に聞いてわかったんです。
桐�山：ついついRBC4単位とか言っているけど、ホントは 400mL由来 2パ
ックとか 800mLとか言わないといけないのか。めんどうだ。

すみれ：4単位で通じますよ。1単位＝200mL由来ですからね。でも、RBCは

2単位で280mLですよね。FFPは、4単位で480mLですね。

さぬちゃん：実際に慣用的に単位で通じるものはいちいちmLに直すと、何mL
由来なのかパック中に入っている容量mLか間違うことになりますよ。
あおい：間違わないようにする工夫も大切ですね。単位表示をする薬剤は、「医薬
品の安全使用のための業務手順書」作成マニュアルでも「特に安全管理
が必要な医薬品（要注意薬）」に投与量が単位（Unit）で設定されている
注射薬 として取り上げられています（表 1）。
はづき：単位表示はやっかいですね。

あおい：取り扱う単位や呼び方を決めて、間違わないような工夫は大切で
すね。
さぬちゃん：では、続きは本編で。
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単位で扱う薬剤表 1

インスリン ヒューマリンⓇ

抗凝固薬 へパリン、アンチトロンビン -Ⅲ、フラグミン、
クレキサン、オルガラン、ウロナーゼなど

血液製剤 ハプトグロビン、グロブリン、ヘプスブリン、
テタノブリンなど

そのほか PC（濃厚血小板）


